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Abstract The young larvae of an endangered (vulnerable) butterfly Panchala ganesa loomisi, were found mainly 


on the upper surface of new leaves. Larval position changed from the upper surface to the lower surface of leaves as 
larvae matured, and most final-instar larvae were found on the lower surfaces of leaves. 
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緒 


植 食 性 で あり な が ら 作 物 の 害虫 と な る こと の 少な い チ ョ ウ 
類 で は , 成虫 の 行動 に 関す る 研究 は 多く 行わ れ て いる (本 
田 ・ 加 藤 , 2005) も の の , 幼虫 の 行動 に 関す る 研究 は 少な 
い (福田 ら , 1984a). 


ルー ミス シジミ Panchala ganesa (Moore) は , HA, WY, 
中 国 西 部 , 海南 島 , ミャンマー, FFA, ヒマ ラ ヤ 地方 に 
分 布 し , 常緑 の カシ 類 を 食 樹 と し て いる (AK, 2006: 矢 
H, 2007). HEEE P ganesa loomisi (H. Pryer) は , AM, 
四国 , 九州 の 14 県 と , BIRCIIBASB ¢& eA LT 
いる が (川副 ・ 若 林 , 1976 : 仁平 , 198$), 現在 で は , い 
くつ か の 県 で は 総 減 し た と 考え られ (KH: LH, 1993; 
巣 瀬 ・ 枝 , 2003 : 淀江 ・ 坂 田 , 2004 : 間野 ・ 藤 井 , 2009 ; 
矢 後 ら , 2016), 国 の レッ ドリ スト で は , 絶滅 危 恨 II 類 に 
揚げ られ て いる (環境 省 自然 環境 局 野生 生物 課 希 少 種 保全 
推進 室 , 2015). 本 種 の 北東 限 に あたる 千葉 県 で は 房総 半 
島 中 央 部 の 丘陵 に 分 布 し , 千葉 県 の レッ ドリ スト で は , E 
の カテ ゴリ ー で 絶 減 危 恨 II 類 に あたる “カテ ゴリ ーC" と 
され て いる (高橋 , 2011). 


本 種 の 房総 半島 で の 生活 喝 について, 最近 , 井上 (2013) 
は 定期 的 な サン プリ ング を 行っ て 幼生 期 の 発生 消長 を 調査 
L, 野外 で の 幼虫 期間 , WRITE, 幼虫 齢 数 等 を 明らか に し 
た . 効 生 期 の 習性 の うち , 卵 は ほとん どの 場合 , 未 展 開 も 
し く は や や 緩み 始め た 芽 の 芽 鱗 の 内 側 か ら 発 見 され る こと 
(例え ば, 今立 ら , 1953; 井上 , 2013, 2015; 岩野 , 
1985; 岩野 ・ 紺 野 , 1983 : 川副 ・ 今 立 , 1956; AF, 
1988), WEIS LORE ECD (FHS, 1984a : 長 
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谷川 , 2002 : 井上 , 2013), LIF LILO BI RICO RA 
ら 線 形 ま た は 短冊 形 の 切り 込み を 入れ る 加工 を 伴う こ 

(井上 , 2013) な ど が 既に 明らか に な っ て いる . し か し , 
井上 (2013) の 調査 で は , REL CHES ICE Bio 
虫 は ビニ ー ル 袋 内 を 違っ て いた よう な 場合 も 多かっ た た 
D, 野外 で の 効 虫 の 静止 位置 に つい て は 明らか に な ら な 
か っ た. 


既存 の 文献 (水田 ら , 1953; 今立 ら , 1953; 川副 ・ 今 立 , 
1956 ; 仁平 , 1980 : 佐々 木 , 198?) に は , 齢 を 区 別 し た 上 
で の 幼虫 の 習性 に 関す る 記述 が ある . LOL, これ ら の 大 
半 は 飼育 下 で の 観察 結果 で ある (飼育 下 か 野外 か 区 別 で き 
な い 記 述 も 含ま れる ). ERRREBHE OM EINE E T 
に 5 齢 を 経過 する こと が 最近 明らか に な っ た が GEE, 
2013), それ 以前 は 本 種 の 終 齢 は 4 齢 で も ある と 考え られ て 
いた た め , 幼虫 の 習性 と 齢 の 記述 が 対応 し て いる か どう か 
も わか ら な い . 


筆者 は , 房総 半島 の 野外 で 本 種 効 東 の 静止 位置 を 調査 し た 
の で , 本 報 で は その 結果 を 報告 する . 





調査 地 お よび 観察 方 法 


千葉 県 鴨川 市 の ルー ミス シジミ 生息 地 に お いて 野外 調査 を 
行っ た . 2013 一 2016 年 の $ 一 6 月 に , 不定 期 に アカ ガ シ 
Quercus acuta Thunb. まだ た は ウラ ジロ ガン Q. salicina Blume 
の 春 シ ュー ト を 地面 に 落と さき な いよ うに 注意 し て 採集 し 
た . 採集 し た シュ ー ト か ら 効 虫 が 発見 され た 場合 に は , そ 
の 場 で 静止 位置 を 記録 し た . 同時 に , 静止 し て いる 幼虫 が 
葉 先方 向 に 向い て いた か , 葉 の 基部 方 向 を 向い て いた か る も 
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Fig. 1. Setae of Panchala ganesa loomisi larvae. 
A and B: first instar, C: second instar, D: third instar, E: fourth instar, F: fifth (final) instar. 


Table 1. Position of Panchala ganesa loomisi larvae on host leaves observed in Kamogawa City, 


Chiba Prefecture, central Japan. 


Upper leaf surface Lower leaf surface 

— << Others 

Direction of head apex base undetermined apex base undetermined 

Ist instar 4 0 0 1 0 0 1 * 

2nd instar 7 1 0 0 0 0 

3rd instar 10 1 0 13 0 0 0 

Ath instar 9 0 1 16 0 l 0 

Sth (final) instar 1 0 0 27 9 1 Lee 


*inside bud. ** petiole. 


W-SAVVIS 


可能 な 限り 記録 し た . その 後 , 幼虫 を 東京 都 八王子 市 の 森 
林 総 合 研究 所 多摩 森林 科学 園 の 研究 室 に 持ち 帰り , アカ が ガ 
Y, ウラ ジロ ガン また は イチ イガ ン Q. gilva Blume の 新 葉 
を 与え て 個体 別に 飼育 し , 発育 経過 を 観察 し た . 房総 半島 
産 本 種 の 幼虫 は , WEE Cl 5i MIT A (井上 , 


2013). fA BOWM LE COMMER 5, 採集 時 の 幼 
Thin FEE L7e. 研究 室 で 幼虫 の 刺 毛 の 状態 を 観察 し た と 


CA, 手代木 (1997) に 示さ れ た よう に 齢 に よっ て 刺 毛 の 
数 が 異な っ た た め , 3 齢 以降 の 幼虫 の うち , 地上 か ら 直 接 
観察 で きる 高き に いた も の に つい て は , 採集 すず に 現地 で 
観察 し て 静止 位置 を 記録 し た 場合 gerne 4+ 5 RRI) 
虫 の 大 半 に つい て は 現地 で 観察 し た . Z 合 は 了 肉眼 で 観 
BES AD, om 映像 を 拡大 し 
て 刺 毛 の 状態 を 確認 し て 齢 を 推定 し た . 


結果 


nee aig hi 側面 に 2 一 3 本 の 短い 刺 毛 を 持ち (Fig. 
1A), 背面 に も 各 節 a 本 の 刺 毛 が あっ た (Fig. 1B). 2 
a can uh, Sted oe 
の 長い 刺 毛 を 持っ て いた (Fig. 1D). 2 齢 お よび 3 齢 で は 
短い 刺 毛 も 1 齢 より も 目立つ よう に な っ た . 4 齢 の 各 体 節 
側面 に は 8 一 10 本 程度 の 長い 刺 毛 が ある と と も に , 短い 毛 
が 密生 し て いた (Fig. 1E). 5 齢 で は 各 体 節 に 15~20 本 程 
度 の 長い 毛 を 密生 し て いた (Fig. IF). 手代木 (1997) に は 
4 齢 幼虫 で は , 体 色 は か な り 緑 色 が 濃く な る が , 基本 的 に 
は 3 齢 幼虫 に 等 し いと 記さ れ て いる が , 4 IL RRS 
CN Lis, 2 te, e A OE 2 Dine 
は , 今回 の 観察 と 手代木 (1997) に 図示 され て いる も の と 
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m Lye: 


野外 で の 静止 位置 を 特定 で きた 幼虫 は 104 個体 (2013 年 6 
個体 , 2014 年 13 個体 , 201 年 27 個体 , 2016 年 58 個体 ) 
で あっ た . それ ら の 静止 位置 を Table 1 に 示し た . 1 齢 は 1 
個体 が 未 展開 の 芽 の 内 部 か ら 発見 され た が , 展開 し た 葉 で 
は 5 個体 中 4 個体 が 葉 表 に 静止 し て いた . 2 齢 は 8 個体 す 
べ て が 葉 表 か ら 発 見 され た . 3 齢 で は 24 個体 中 11 個体 が , 
4 齢 で は 27 個体 中 10 個体 が 葉 表 に 静止 し て いた . 500 GRE 
齢 ) で は 1 個体 が 葉柄 で 発見 され た が , 葉 身 に 静止 し て い 
た 38 個体 の うち , 葉 表 に 静止 し て いた の は 1 個体 の み で 
あっ た . すなわち , 葉 表 に 静止 し て いた 個体 の 割合 は , 1 
齢 で 80% ( 芽 の 内 部 に いた 1 個体 を 除く ), 20 T 
100%, 3 齢 で 45.8%, 4 齢 で 37.0%, 5 齢 で 2.6% (葉柄 
に いた 1 個体 を 除く ) と な り , 齢 の 進行 に 伴い , 葉 表 か ら 
葉 裏 に 静止 する よう に な る 傾向 が 明らか で あっ た . 葉 表 に 
VJERE, それ ぞ れ 2.88 
(N=34) と 4.31 (N=68) T, これ ら の 間 に は 0.1% 水準 
で 有意 差 が あっ た (U-test, U=2873, Z=12.79). 


幼虫 は , 4 齢 まで は ほとん どの 個体 が 葉 先 に 頭 を 向け て 静 
止 し て いた (Fig. 2). 5 齢 で は 葉 の 基部 に 頭 を 向け て いる 
個体 の 割合 が や や 増え た も の の , や は り 葉 先 に 頭 を 向け て 
いる 個体 の 方 が 多かっ た . 


考 3 

飼育 下 (飼育 下 か 野外 か 区 別 で き な い も の も る 含む ) COM 
虫 の 習性 に つい て は , これ まで に 以下 の よう な こと が 明 ら 
か に され て いる . 水田 ら (1953) は , 1 齢 は 若芽 の 内 部 , 











Fig. 2. A third-instar larva on the upper surface of a Quercus acuta leaf with the head 


turned toward the leaf apex. 
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2~3 齢 は 葉 の 表面 の 主 脈 上 に 生息 する と し て いる が , W 
時 に , 幼虫 が 葉 の 表面 に いる か 裏面 に いる か に つい て は 決 
定 的 な 傾向 を 認め る こと は で き な い と も 述べ て いる . 今立 
ら (1953) に は , 肉 化 幼 東 は 開い て いな い 若 葉 に 潜入 する 
Ck, 2 齢 以降 は 若葉 の 表面 また は 裏面 .、 も し く は 葉 を 人 巻 
いた 内 側 に 生息 する こと が 述べ られ て いる . 川副 ・ 今 立 
(1956) は , 1 齢 は 映 化 後 す ぐに 開い て いな い 若 い 葉 の 中 
に 溢 入 する こと , JE ( 齢 を 特定 し て いな い ) SRL 
外 に は 常に 葉 表面 の 中 脈 上 に 静止 し て いる こと を 記し て い 
る . 仁平 (1980) は , 映 化 後 の 幼虫 は 直ちに 葉 裏 に 移動 す 
る と 述べ て いる . 主 に これ ら の 文献 (水田 ら , 1953; 今立 
Ò, 1953; 川副 ・ 今 立 , 1956 : 仁平 , 1980) を まとめ た も 
の と 思わ れる 福田 ら (1984a) に は , 遇 化 後に は 新芽 の 中 
や 葉 裏 に 生息 する こと , 2 tPA CA DSL 2MORE HH 
く 綴 っ て その 中 に 生息 し た り 葉 を 綴 ら ず に 表面 中 脈 に 静止 
し た りす る こと , 2 齢 末期 一 3 齢 は 2~3 枚 の 葉 を 粗く 綴っ 
た 巣 を つく る こと , 3 齢 末期 か ら は 静止 場所 が 葉 表 か ら 葉 
裏 に 変わ る こと , 終 齢 は 3 一 $ 枚 の 葉 を 綴っ た 巣 を 作り 上 巣 
の 内 側 に な る 葉 の 裏 中 脈 の 横 に 静止 する こと な ど が 記さ れ 
て いる . 福田 ら (1984a) 以降 に 発表 され た も の と し て , 佐々 
木 (1985) は , 3 齢 まで は 葉 表 の 中 心 部 に 頭 を 葉 先 に 向け 
て 静止 する が , 終 齢 に な る と 表裏 を 問わ ず に 静止 する よう 
に な る と し て いる が , これ も 飼育 下 で の 観察 結果 で ある . 


すなわち 既存 の 報告 で は , 1 齢 は 未 展開 の 芽 ま た は 葉 裏 , 
それ 以降 は 葉 表 に 生息 する と する 文献 が 多く , 幼虫 期 の 後 
半 に な る と 葉 裏 に 生息 する と する も の と , 終 齢 で は 表裏 を 
間 わ な いと する も の と が 混在 し て いる . 


今回 の 結果 か ら は , 幼虫 は 若い うち は 主 に 葉 表 に 静止 し , 
加 齢 に 伴っ て 葉 裏 に 静止 する 傾向 が 顕著 に な る こと が 明 ら 
か に な っ た . 多く の 幼虫 が 葉 先 方 向 を 向い て 静止 する 理由 
は 明らか で な い が , 効 虫 は 通常 , 若い 葉 を 先端 部 分 か ら 扱 
食す る た め , 結果 と し て 静止 時 も 葉 先方 向 を 向い て いる の 
か も し れ な い . 井上 (2013) で 観察 され た 7 HOME kU 
幅 殻 は すべ て 頭 を 葉 先方 向 に 向け て いた . 葉 先 に 頭 を 向け 
て いる 効 虫 が 多い た め , 遇 で も 同じ 向き さ に な る 例 が 多い の 
だ と 思わ れる が , その 後 の 調査 で , 基部 方 向 に 頭 を 向け て 
いる 遇 も 発見 され た GEE, 未 発表 ). 


Shy OD eG AE Ee IEME NCAT ZOK, 頭 幅 の 値 GEE, 
2013) を 用 いる べき で ある が , 手代木 (1997) に よっ て 示 
され , 本 研究 で 追 確認 され た 各 齢 の 刺 毛 の 特徴 に よっ て も 
ほぼ 間違い な く 効 虫 齢 を 特定 で きる と 考え られ る . 手代木 
(1997) (21d 4 HES HIBS NTR), 4 齢 に な る 
と 長短 の 毛 が 密 生 す る よう に な る (Fig. 1E) た め , それ 以 
前 の 齢 と は 明確 に 区 別 で きる . 


チョ ウ に は , アゲ ハ Papilio xuthus Linnaeus (福田 Ò, 
1982) の よう に 幼虫 期 を 通じ て 葉 表 生活 者 で ある 種 も る あれ 
ば , ベニ シジミ Lycaena phlaeas (Linnaeus) (福田 ら , 
1984a) や ヒ カ ゲ チョ ウ 類 の 多く の 種 (福田 ら , 1984b) の 
よう に 基本 的 に 葉 裏 生活 者 で ある 種 も ある . 本 種 は , DN 
に 伴っ て 葉 表 生活 者 か ら 葉 裏 生活 者 へ と 変化 し た . UPL, 
チョ ウ 類 の この よう な 習性 の 適応 的 な 意義 に つい て は 必ず 





し も 明らか で な い . 今後 は , ムラ サキ シジミ Narathura 

japonica (Murray) や ムラ サキ ツバ メ Narathura bazalus 
(Hewitson) な どの 近 緑 種 で も 同様 な 調査 を 行う と と も に , 
天敵 相 や 随伴 する アリ な ど と の 関係 , 摂 食 行動 の 日 周 性 な 
ど を より 詳し く 観 察する こと に よっ て , 効 虫 期 の 後半 で 葉 
理生 活 者 に な る こと や , 多く の 幼虫 が 葉 先 方 向 に 向い て い 
る こと の 生態 的 な 意義 を 解明 する こと が 望ま れる . 
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Summary 


A study was conducted to determine the preferred positioning of 
different stages of the larvae of an endangered (vulnerable) 
butterfly Panchala ganesa loomisi. A total of 104 larvae were 
observed between 2013 and 2016 in Kamogawa City, Chiba 
Prefecture, in central Japan. Most young (first- and second- 
instar) larvae were found on the upper surfaces of new leaves. 
As larval matured, their position changed from the upper to the 
lower surfaces of leaves, and most larvae in the fifth (final) 
instar were found on the undersides of leaves. The percentages 
of larvae found on the upper surface of leaves were 80, 100, 
45.8, 37 and 2.6% for first, second, third, fourth and fifth instars, 
respectively. Most larvae stayed on leaves with their heads 
turned toward the leaf apices regardless of the larval stage. 
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